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の静的な側面 ｢保持｣の側面とともに,記憶の動的な側面 ｢操作｣の側面が強調されている｡ これまでに
行われた前頭連合野のニューロン活動の研究においても,記憶の ｢操作｣の側面に関連したデータがいく
つか出されてきたが,そのほとんどの研究で眼球位置のコントロールが行われておらず,そのため,デー
タの解釈の面にあいまいな点が残されていた｡長谷川良平の研究は,眼球運動を制御し,行動の選択を眼
球運動の方向を選択することによって行わせることで,｢情報の保持と操作｣の問題に再挑戟した｡
この間題に取り組むに当たって,二十数年前に当研究室で前頭連合野および側頭連合野の研究に用いた
課題の一部を変更した｡一つは視覚記憶の側面を見る課題としてKonorski課題の代わりに遅延見本合わ
せ課題を用いたこと,もう一つは手の運動の代わりに眼球運動を用いたことである｡ この学習課題遂行中
に前頭連合野から記録したニューロン活動の特徴は,前頭連合野の主溝領域には視覚刺激の受容,識別,
保持といった機能に関連したニューロンは少なく,むしろ,視覚情報から運動情報への変換過程,運動情
報の保持に関連したニューロン活動の多いことを示した｡約30%のニューロンが遅延期間に活動を示した
ことは,手の運動ではなく眼球運動を用いることによるものであると推定できる｡ また,視覚情報と運動
情報の分離に対応したニューロン活動や運動情報の抽出の時間経過を示したことなどが評価できる｡ 一方,
他の学習課題を用いた結果と矛盾する側面もあり,学習課題の違いや記録部位の相違を含め,今後の検討
課題として残された｡総合的に見て,この論文の中で提示しているデータは明解であり,分析方法も的確
である｡
以上のように,本研究は,使用した学習課題,研究手法とも適切であり,当初の研究目的に沿った結果
の得られていること,また,将来の研究と結びつく興味深いデータの得られていることで高く評価された｡
以上の評価に基づき,申請論文を学位論文として認定することとした｡
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